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香川短期大学附属図書館 
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月曜日～金曜日 ９：００～１７：００ 

臨時に休館する場合は、その都度掲示でおしらせいたします。 

南陀楼
なんだろう

綾
あや

繁
しげ

 氏 来館！ 

『ほんほん 

本の旅あるき』 

南陀楼綾繁 著 

産業編集センター 

024.1／NA 

『町を歩いて 

本の中へ』 

南陀楼綾繁 著 

原書房 

020.4／NA 創立 50周年記念オブジェと共に記念撮影 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活文化学科  

食物栄養専攻 教授 

垣渕直子 先生 

みなさんはお弁当を作ったことがありますか？それは自分用のお弁当ですか？誰かのためにお弁当を作

ったことがあるでしょうか？ 

 今回紹介させていただく本は栄養士・管理栄養士の卵、つまり栄養学を学ぶ学生たちによって設立さ

れた日本初の団体である「栄養学生団体【N】」のメンバーが作った本です。そんなメンバーがおいしい

ごはんを思うように作れず、悔しい思いをしたこと、栄養学の世界の奥深さにくじけそうになったこと、

そんなことを体験し、でもそのたびに自分たちがたくさんの人たちに支えられていることに気づくので

す。「一人前の栄養士・管理栄養士になりたい！」という目標に向かって進むなかで、周りの人に励まさ

れ、元気づけられ、それが夢や希望につながりました。そんな私たちにできることで「感謝」を伝えた

い。身体のために栄養バランスを一生懸命考えたおいしいごはんを大切な人に贈りたい。そんな気持ち

をお弁当に込めて「このお弁当を届けたらきっとみんなが笑顔になって喜んでくれる！」という前向き

な思い込みと、心の底からありったけの想いを込めてつくったお弁当。それこそが本のタイトルでもあ

る「想い込み弁当」です。 

 この本では、それぞれの学生がたったひとりのことを思いながら、相手とのエピソードをもとに考え

たおかずを作り、お弁当にして贈っています。夢を応援してくれた予備校の先生へ、「感謝満点☆まごこ

ろ弁当」を送った学生。日本が大好きなドイツ人の友人に、メインのいなりずしに桜の形をかたどった

かぶの甘酢漬けをのせた満開の桜をお弁当箱に咲かせた学生。その人に贈るお弁当は日常の伝えられな

い想いも届ける伝書鳩や思い出のアルバムなのかもしれません。そのアルバムに新しい思い出を詰め込

むようなお弁当作りは「感謝」の気持ちが最後の味つけとなっているのでしょう。 

 お弁当の中身は十人十色、48 人の 48 通りのお弁当が 48 人の想いとエピソードが一緒にこの本に

は詰まっています。また、お弁当の写真と一緒にレシピも紹介されていますので、初めてお弁当作りを

するよ！という人にも参考になる一冊ではないでしょうか？ 

 大切な人と自分をつなぐものは、食。 

 食とは、人を幸せにするもの。 

そんな「想い」のあふれたこの本書を、食物栄養専攻の学生だけでなく、全学科の学生さんも手にとっ

てみてください。 

 

『想い込み弁当』  

栄養学生団体【N】 

セブン＆アイ出版 

『おべんと帖 百』 

伊藤まさこ著 

マガジンハウス 

『暮しの手帖

のおべんとう

のおかず 196』 

暮らしの手帖

編集部 

『続けられるお

べんとう』 

いづいさちこ著  

誠文堂新光社 

 ～他にも参考になりそうなお弁当レシピ本～ 

 

https://www.amazon.co.jp/%E3%81%8A%E3%81%B9%E3%82%93%E3%81%A8%E5%B8%96-%E7%99%BE-%E4%BC%8A%E8%97%A4%E3%81%BE%E3%81%95%E3%81%93/dp/4838728387/ref=pd_sim_14_1?_encoding=UTF8&psc=1&refRID=86ECEPJAW6ZJF056GZPS


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活文化学科 

生活介護福祉専攻 2年 

上 岡 智 彦 さん 

知の森、図書館に行けば必ず何かを得ることができる、そんな場所であるよう館員一同励みたいと

思います。お忙しい中ご寄稿くださった垣渕先生、上岡さんありがとうございました。 （F） 

 

 

「わたしの図書館…」 

わたしが図書館という公共の場を利用させてもらったのは、いつだったのだろう… 

記憶の底をたどってみた。高校三年生…、丸亀城内の図書館（資料館？）の自習室…、受験勉強!?本

が好きで楽しい所…ではなかった。当時の私の図書館とは不謹慎と思われるかもしれないが…受験勉

強してますよ〜的なポージングの場所、密かなデート場所、友人と騒ぐと叱られる静か〜な特別な場

所。これが私の初めての図書館の風景…（お恥ずかしい限りなり） 

  更に思いおこしてみると…小さな頃”本”と言えば、歯医者さんの順番待ちに読みあさっていた漫

画（鉄人 28号、のらくろ二等兵、手塚治虫の火の鳥 & ジャングル大帝レオ、石森章太郎 サイボー

グ 009）と、何故か家の本棚に飾ってあるのは堅くて重い、開くとインクの匂いがキッツい〜ブリタ

ニカ百科辞典（折ったり汚すと叱られるから、殆ど触らない）くらい…。そして夏休みの読書感想文

のために小学校の図書室で借り無理やり読まされた文学全集（何だったか思いだせない…本＝感想文

＝嫌いの図式が出来た！）。「マンガばかり見てるとバカになるよ」と母に言われながら、活字ぎっし

りの文学の良さとは無縁な少年期を過ごして来たように思う。 

わたしの愛読書は、中学〜高校〜大学時代にまで、少年ジャンプ・少年マガジン・少年サンデー・

少年チャンピオン、ちらっと見た、あの PxxxBoy、30歳過ぎても愛読書!?は週刊少年誌。だが、唯

一、文学小説にはまった時期が…あった。其れは高校時代にバレー部後輩から「先輩、是非コレ読ん

でください！」と手渡された三浦綾子の『塩狩峠』である。 

〔…結納のため札幌に向った鉄道職員永野信夫の乗った列車は、塩狩峠の頂上にさしかかった時、突

然客車が離れて暴走し始めた。声もなく恐怖に怯える乗客。信夫は飛びつくようにハンドブレーキに

手をかけた…。明治末年、北海道旭川の塩狩峠で、 自らを犠牲に…〕 

そう、小説の世界、本のチカラに…もう涙が止まらなかった。思い出した。図書館で三浦綾子シリー

ズを読み漁った。 

40 歳過ぎて、ほとんど読書と無縁だった私についに図書館浸りの日々がやってきた。それは病院

での闘病リハビリと図書館（ライブラリーうたづ）通いの生活の日々。その私の閉塞された日々は、

昔大学受験の勉強のため図書館に通ったことを彷彿とさせ、１年数か月続いた。新しく出来たばかり

の宇多津にある図書館で、或る棚に目が止まり、気がつくとその棚（電気、通信）には、読んでいな

い本が無くなっていた。そしてまた気がつくと、壊れた PC を直し、自分でホームページを作ったり、

マイドメインを持ち、サーバーを立て、自作パソコンを組み上げたり出来るようになっていた。 

このような逆境から気づかされたことは…、「本のチカラとは、何の知識もない人に時間と空間を

超えて知識や感情を伝えることであり、そしてそれは人間だけの特権なのだ」、という事だ。その人類

だけの持つ財産である”本”が沢山集まる図書館というところは、宝の山であり素晴らしい所だなぁ

…と、今は思っている。 

私にとって図書館は勉強するところではなく、好奇心を満たしてくれ”時間と空間”を超えて何で

も与えてくれる宝の隠れ家だったのだ。普段図書館に縁のない皆様方も、どうしようもない人生の壁

に当たってしまったとき…、図書館にふらりと立ち寄ってみられてはいかがだろうか。そしてわたし

の宝物は、そこにまだまだ埋まっているのかもしれない… 

 

編集後記 


